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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期

第３四半期連結
累計期間

第41期
第３四半期連結
累計期間

第40期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成28年４月１日
至平成28年12月31日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （百万円） 15,129 14,985 21,952

経常利益 （百万円） 30 380 751

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損益
（百万円） △83 235 270

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △110 110 804

純資産額 （百万円） 27,564 28,122 28,479

総資産額 （百万円） 39,086 38,576 39,068

１株当たり四半期（当期）純損

益金額
（円） △3.60 10.14 11.65

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 69.5 72.0 71.7

 

回次
第40期

第３四半期連結
会計期間

第41期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

１株当たり四半期純損益金額 （円） △5.70 6.30

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間の経済環境につきましては、わが国では緩やかな回復基調が続いたものの、英国の

ＥＵ離脱問題や米国の政権交代などから、先行き不透明な状況で推移いたしました。当社グループの主要なお客

さまであるエレクトロニクス製造業や自動車関連・産業機器製造業におきましては、一部で設備投資に改善の動

きがみられたものの、景気動向の不確実性の高まりから、全体としては投資に慎重な姿勢が続きました。

このような中にあって、当第３四半期連結累計期間の売上高につきましては、円高に伴い海外売上が円換算で

縮小したため、149億８千５百万円（前年同期比 1.0％減）と前年同期を若干下回りましたが、現地通貨ベース

では、輸送用機器向けの配線設計システム「E3.series」を中心に堅調に推移いたしました。

利益面につきましては、為替差損１億６百万円が発生したものの、販売が堅調に推移したことから、経常利益

３億８千万円（前年同期比 12.5倍）、親会社株主に帰属する四半期純利益２億３千５百万円（前年同期 親会社

株主に帰属する四半期純損失８千３百万円）と増益基調となりました。

 

報告セグメントの業績は、次のとおりであります。

・日本

回路設計・ＩＣソリューションの売上は減少したものの、製品情報を管理するインフラシステムを中心に　

ＩＴソリューションの売上が順調に推移したことや、販売ライセンス数等の増加によりクライアントサービス

が伸長したことなどから売上高は107億２千万円（前年同期比 0.3％増）となりました。営業利益につきまし

ては、営業費用の減少などから、２千９百万円（前年同期 営業損失２千５百万円）となりました。

・欧州

輸送用機器向けの配線設計システムを中心に回路設計・ＩＣソリューション及びクライアントサービスの売

上が順調に推移しましたが、為替の影響により売上高は33億９千９百万円（前年同期比 8.4％減）となりまし

た。営業利益につきましては、現地通貨ベースの売上高の増加などから、１千３百万円（前年同期 営業損失

２億５千万円）となりました。

・米国

為替の影響はあったものの輸送用機器向けの配線設計システムを中心に回路設計・ＩＣソリューション及び

クライアントサービスの売上が順調に推移し、売上高は10億６千６百万円（前年同期比 15.8％増）となりま

した。営業利益につきましては、売上高の増加などから１千万円（前年同期 営業損失１億４千９百万円）と

なりました。

・アジア

韓国経済の不調により同国での受注額が減少したことや、為替の影響などから売上高は10億７百万円（前年

同期比 19.2％減）となり、営業利益につきましては、売上高の減少などから２億９千７百万円（前年同期比

20.2％減）となりました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は26億１千５百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(4) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

当第３四半期連結累計期間末における当社グループの資金（現金及び現金同等物）残高は、前連結会計年度末

より５億９千１百万円増加して132億６千３百万円となり、当社グループの流動性は十分な水準にあると考えら

れます。

将来の事業活動に必要な運転資金及び設備投資資金につきましては、営業活動により得られた資金及び内部資

金より調達しております。また、資金の運用につきましては、信用リスク、金利等を考慮し、安全性を第一と考

え、元本割れの可能性が極めて低いと思われる金融商品で行っております。

 

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因について

当社グループは、設計・製造の効率化という課題の解決に向けたソリューションビジネスを展開しておりま

す。エレクトロニクス、自動車関連及び産業機器製造業を主要な市場とするほか、ソリューションを拡充し、設

計・製造プロセス全体の最適化を提供していくこと等により、新たな市場、技術領域への取り組みを積極的に展

開し、事業基盤のさらなる拡大を図っております。そのため、各種ソリューションの開発・強化の進捗やその品

質・信用性の向上、エレクトロニクス、自動車関連及び産業機器を中心に製造業における設備投資の動向、さら

には有力企業や関連会社との良好な協業・連携の維持といった要因が経営成績に重要な影響を与えるものと思わ

れます。

 

(6) 今後の見通し

今後の経済環境につきましては、わが国では緩やかな回復基調が続くものの、海外景気の下振れ懸念などか

ら、総じて先行き不透明な状況で推移するものと思われます。

このような中にあって、当社グループは、お客さまの抱える困難な課題に真正面から取り組み、世界で通用す

るソリューションを開発し、拡販していくことにより、さらなる企業価値の向上に努めてまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 86,525,700

計 86,525,700

 

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 23,267,169 同左
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 23,267,169 同左 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年10月１日～

平成28年12月31日
－ 23,267,169 － 10,117,065 － 8,657,753

 

(6)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成28年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
 
普通株式 16,300
 

－ －

完全議決権株式（その他）
 
普通株式 23,228,600
 

232,286 －

単元未満株式
 
普通株式 22,269
 

－ －

発行済株式総数 23,267,169 － －

総株主の議決権 － 232,286 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が900株（議決権の数９個）含まれてお

ります。

 

②【自己株式等】

平成28年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社　図研
横浜市都筑区荏田東

二丁目25番１号
16,300 － 16,300 0.07

計 － 16,300 － 16,300 0.07

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,371,750 13,657,507

受取手形及び売掛金 5,166,296 3,506,201

有価証券 14,176,278 6,700,000

商品及び製品 250,812 290,847

仕掛品 39,712 351,345

原材料及び貯蔵品 4,056 3,981

その他 2,123,942 2,453,254

貸倒引当金 △34,725 △23,454

流動資産合計 27,098,122 26,939,682

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,040,116 2,986,734

土地 3,009,821 3,009,821

その他（純額） 393,335 367,732

有形固定資産合計 6,443,272 6,364,288

無形固定資産   

のれん 972,798 842,387

その他 746,717 745,229

無形固定資産合計 1,719,515 1,587,617

投資その他の資産 ※ 3,807,100 ※ 3,684,913

固定資産合計 11,969,889 11,636,818

資産合計 39,068,011 38,576,500
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 953,098 563,367

未払法人税等 236,091 144,597

前受金 4,018,128 4,556,426

賞与引当金 784,217 483,637

役員賞与引当金 18,000 －

事業整理損失引当金 26,859 1,562

その他の引当金 11,402 8,457

その他 1,514,603 1,604,093

流動負債合計 7,562,401 7,362,141

固定負債   

退職給付に係る負債 2,771,814 2,884,601

その他 254,787 207,280

固定負債合計 3,026,601 3,091,881

負債合計 10,589,003 10,454,023

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,117,065 10,117,065

資本剰余金 8,657,753 8,657,736

利益剰余金 8,888,024 8,658,790

自己株式 △14,678 △14,977

株主資本合計 27,648,164 27,418,614

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 533,667 664,757

為替換算調整勘定 48,758 △11,353

退職給付に係る調整累計額 △209,334 △285,586

その他の包括利益累計額合計 373,091 367,816

非支配株主持分 457,752 336,045

純資産合計 28,479,008 28,122,476

負債純資産合計 39,068,011 38,576,500
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

売上高 15,129,889 14,985,880

売上原価 3,998,835 4,066,656

売上総利益 11,131,054 10,919,223

販売費及び一般管理費 11,160,763 10,526,053

営業利益又は営業損失（△） △29,709 393,170

営業外収益   

受取利息 11,549 6,033

受取配当金 17,682 24,031

受取賃貸料 39,131 30,700

その他 35,208 39,442

営業外収益合計 103,571 100,208

営業外費用   

為替差損 13,223 106,982

持分法による投資損失 20,383 4,265

その他 9,886 1,163

営業外費用合計 43,493 112,411

経常利益 30,369 380,966

特別利益   

固定資産売却益 4,574 5,616

投資有価証券売却益 19,967 851

特別利益合計 24,542 6,468

特別損失   

固定資産処分損 610 1,468

訴訟関連損失 － 89,154

事業整理損 － 57,416

ゴルフ会員権評価損 11,330 －

特別損失合計 11,940 148,039

税金等調整前四半期純利益 42,971 239,396

法人税、住民税及び事業税 138,688 151,809

法人税等調整額 4,187 △28,175

法人税等合計 142,875 123,634

四半期純利益又は四半期純損失（△） △99,904 115,761

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △16,160 △120,021

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△83,743 235,783
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △99,904 115,761

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △47,658 131,089

為替換算調整勘定 6,534 △59,069

退職給付に係る調整額 29,403 △76,252

持分法適用会社に対する持分相当額 777 △1,041

その他の包括利益合計 △10,943 △5,274

四半期包括利益 △110,848 110,487

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △94,687 230,509

非支配株主に係る四半期包括利益 △16,160 △120,021
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年12月31日）

投資その他の資産 17,240千円 17,120千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

減価償却費 534,879千円 484,337千円

のれんの償却額 92,292千円 114,632千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 232,513 10 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

平成27年11月９日

取締役会
普通株式 465,023 20 平成27年９月30日 平成27年12月２日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 232,508 10 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

平成28年11月７日

取締役会
普通株式 232,508 10 平成28年９月30日 平成28年12月２日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
 日本 欧州 米国 アジア 計

売上高        

外部顧客への売上高 9,926,418 3,160,772 869,625 1,173,074 15,129,889 － 15,129,889

セグメント間の内部売

上高又は振替高
759,088 551,310 50,904 73,162 1,434,466 △1,434,466 －

計 10,685,506 3,712,083 920,529 1,246,236 16,564,355 △1,434,466 15,129,889

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△）
△25,283 △250,875 △149,036 373,044 △52,150 22,441 △29,709

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額には、セグメント間取引消去22,441千円が含まれて

おります。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っておりま

す。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動）

第３四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であるズケン・ユーエスエーInc.が、CAETEK, Inc.の株

式を取得したため、「米国」のセグメントにてのれんを143,525千円認識しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
 日本 欧州 米国 アジア 計

売上高        

外部顧客への売上高 10,191,356 2,832,287 1,014,909 947,326 14,985,880 － 14,985,880

セグメント間の内部売

上高又は振替高
528,943 567,425 51,151 59,830 1,207,350 △1,207,350 －

計 10,720,300 3,399,712 1,066,060 1,007,156 16,193,230 △1,207,350 14,985,880

セグメント利益 29,625 13,599 10,587 297,531 351,344 41,825 393,170

（注）１．セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去41,825千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

１株当たり四半期純損益金額 △3円60銭 10円14銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損益金額

（千円）
△83,743 235,783

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純損益金額（千円）
△83,743 235,783

普通株式の期中平均株式数（株） 23,251,158 23,250,826

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成28年11月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額……………………232,508千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成28年12月２日

（注）平成28年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。

 

EDINET提出書類

株式会社図研(E01966)

四半期報告書

14/16



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年２月10日

株式会社　図研

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野島　　透　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川口　靖仁　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社図研の

平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平成28年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社図研及び連結子会社の平成28年12月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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